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[緒言] 

銀をゼオライトにドープした銀形ゼオライトは、加熱等の処理により強いフォトルミネッセンス(PL)を発

現する[1]。この材料はレアアースを使用しないため、様々な応用が期待されている。我々はX線吸収端微

細構造分析(XAFS)と赤外吸収測定(IR)を用いてPL発現機構の解明を試みてきた。その結果、加熱、あるい

は真空排気により銀クラスターが形成されることを確認し、またPLが観測される条件ではクラスターが完

全に崩壊していることを解明した[2]。さらに、この時ゼオライト骨格振動に変化が現れていることをIRス

ペクトルから確認した[3]。これまで254, 313, 365, 405 nmの励起波長を用い、銀クラスターが形成されてい

る真空下におけるPLを測定したが、PLは観測されなかった。しかし、これら以外の励起波長においてPLが

発現している可能性がある。そこで、今回は220 nmから700 nmの連続する励起波長を用いてPL発現の有無

を確認するため測定を行った。 

[実験方法]  

Ag形ゼオライト試料はNa形ゼオライト[東ソー株式会社製] Xを用い、イオン交換法(0.2M硝酸銀水溶液，

25℃、24時間浸漬)により作成された。PL測定は、試料を真空装置にセットして30 minまたは24 h真空排気

した後、大気導入を行ってから分光蛍光光度計(F-2700形 分光蛍光光度計 日立ハイテクサイエンス社製)

に素早く設置して行った。また400 ℃で3 h加熱処理を行った試料に対しても同様の測定を行った。励起波

長、蛍光波長はどちらも220 nmから700 nmで測定した。 

[結果]  

Fig.1にAgゼオライトYの加熱前(a)、加熱処理後30 min大気冷却後(b)、さらに30 min真空排気直後大気中(c)

の3D-PLスペクトルを示す。AgゼオライトYは真空排気前ではPLが見られないが、加熱処理後はPLが発現

し、さらに真空排気処理後では強度がより大きいPLが発現した。このことから加熱処理後のAgゼオライト

Yは真空排気中でもPLを発現している可能性がある。発表当日に詳細に報告する。 
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Fig.1 3D-PL spectrum of Ag-type zeolite-Y 

(a) before heating, 

(b) 30 minutes after exposed to air after heating at 400 ℃ for 3 hours  

(c) 30 seconds after exposed to air after evacuated for 30 minutes (b) 
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